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　今回はからずも木材利用状況視察のため、ヨーロッ

パ諸国こ出張を命ぜられ10月3日羽田空港を出発スェ

ーデンのストックホルムを振り出しに西ドイツのデュ

ッセルドルフに開催されたHolzmesseに出席し、そ

の後西ドイツ各地、及びヨーロッパ諸国の研究所を訪

問12月29日帰国しました。

　訪問先の研究機関とはいろいろ意見の交換も出来、

又バーチクルボード工場始め木材利用工場の視察の機

会に恵まれ有意義な見学が出来ましたことを喜んで居

ります。

　今後順を追って見てきたこと、聞いてきたことをい

ろいろ本誌に記載させていただきたいと思って居りま

すが、まだ帰着して約2週間位であり、訪問先より送

りました資料がまだ到着して居りませんので、これが

揃って整理されましたら、とりまとめて連載させて頂

きたいと思って居ります。

　今出発以来視察しました所を順を追って書いてみま

すと次の通りです。国によって発音通り仮名書するの

も面倒な所もありますので国以外は原名で書きます。



スエーデン国

○Stockholm：
　Swedish Forest Products Research Laboatory
○Nybro
　Kahrs Maskiner AB．（ドア及び連続集成材、モ
　ザイクフローリング製造）
○Åryo
　Skogsagarnas Industri AB．（バーチクルボード製
　造）
〇Lessbo
　AB．Klippans Finpappersbruk（製材及び製紙）
○Monsteras
　Skogsagarans cellulose AB．（製紙）
○Ostertalje
  Igelsta Travaru AB．（製材）

　西ドイツ国
○Dusseldort
　HoIzmesse（木材展覧会）
　Dr．Wegelt（Arbeitsgemein schaft HoIz）
　Dr．Eidmann（Forstforschungs-Insti tute des
　Landes Nordrlhein）
○Krefeld
　Becker van Hullen（プレス、成型プレス）
　Buttner werk（乾燥機）
○0ffenbach am main
　Schmaltz KG．（モザイクフローリング機械）
○Waltenburg
　HoIzwerk Waltenburg（モザイクフロリング製
　造）
○Karlsruhe
　Viniparl．（PVC研究）
○Wendlingen
　Behr（家具工場）
　○Dorllar
　HoIzwerke H．Wilhelmi（バーチクルボード製造
　鋸屑成型）
○Zweibrucken
　L．Pallman K．G．（パーチクルボード用機械）
○Baiersbronn
　Himmelheber Laboratorium（パーチクルボード
　コソサルタソト）
○Munchen．
　Parex（建築用合板梁製造）
　Hermal G．m．b．H．（パーチクルボードコンサルタ
　ント）
○Miltenburg

　Parex．（建築用集成染製造）
○Fussen
　Transco．（連続塗装集成材製造）
○Hamburg
　Beckerc　＆ Co，
○Warendorf．
　Schroder G．m．b．H（モザイクフローリソグ機械
　製造）
　Beermann Parkett G．m．b．H．（モザイクフロー
　リング製造）
○Rbeda
　Disselkamp G．m．b．H（家具及びドア工場）
○Lauenstein
　Otto kreibaum AG（パーチクルボード製造、組
　立建築）
○Braunschweig
　Institute of HoIzforschung（研究所）
○Springe
　Bahre hoIz werk（パーチクルボード製造及び同
　機械製造、家具）
○Luneburg
  Ibus（パーチクルボード製造）
○Hamburg．
  Industrial machinen G．m．b．H．（バーチクルボ
　ードコンサルメント）
○Reinbeck

　ドイツ国立試験所
○Hamburg－wilhelmsburg
　Schlobach G．m．b．H．（スライスドベニヤ工場）

　イギリス
○Princes Risborough

　英国林産研究所
○London
　London 港（貯木毅）

　フランス
○Paris
　熱帯林業研究所
　中央研究所

　イタリー
○Roma
　F．A．0．



　オーストリア
〇Aigen－Urichsberg．
　Holzwerk-Norbertus（パーチクルボード製造)

　ス　イ　ス
○Zurich.－Dietikon

　Durisol A．G．
　以上の行程でヨーロッパ各地を廻って参りましたが
前述したように資料がととのいましたら順次本誌に掲
載させていただきます。

う　ご　き

小径低質材並に工場廃材等の利用状況研究のためス
エーデン、ドイツ等欧州に出張中の、合板研究室長
丹羽技帥は12月29日3ケ月振りに帰所した。
小林林務部艮は1月12日当所を訪れ、研究機関に対

  する部長の考え方等について所員に訓示があった。
・繊維板工場長鈴木技師は1月20日旭川営林局利用係
  職員の研修会講師として「木材の化学的利用」につ
  いて講演した。
・木材部長枝松技師は1月21日、製材技術研究会十勝
  支部の製材研究会に講師としで帯広へ出張。


